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関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
│
│
学
外
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
│
│
速
水
裕
希
は
じ
め
に
関
西
学
院
劇
研
究
会
は
、
一
九
二
四
年
の
創
設
以
降
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
、
学
院
の
文
科
祭
で
の
公
演
な
ど
の
舞
台
活
動
か
ら
、
演
劇
に
関
わ
る
講
義
の
開
講
・
機
関
誌
の
発
刊
と
い
っ
た
研
究
的
な
も
の
ま
で
多
岐
に
渡
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
学
外
と
の
劇
団
・
演
劇
関
係
者
ら
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
、
劇
研
究
会
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。劇
研
究
会
で
行
わ
れ
て
い
た
活
動
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
既
に
依
岡
隆
児
氏
が
「
築
地
小
劇
場
と
関
西
新
劇
運
動
│
│
ド
イ
ツ
表
現
主
義
か
ら
の
影
響
を
中
心
に
│
│
」（『
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』
竹
村
民
郎
・
鈴
木
貞
美
編
思
文
閣
出
版
二
〇
〇
八
・
二
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
劇
研
究
会
の
創
設
か
ら
、
学
外
で
の
活
動
を
目
指
し
て
結
成
さ
れ
た
「
先
駆
劇
場
」
解
散
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
特
に
学
院
外
部
と
の
関
わ
り
が
顕
著
な
も
の
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
期
間
は
創
設
時
の
会
員
に
よ
っ
て
劇
研
究
会
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
、
い
わ
ば
初
期
に
あ
た
り
、
こ
の
間
の
活
動
を
当
時
の
資
料
な
ど
を
利
用
し
つ
つ
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
九
七
劇
研
究
会
の
活
動
理
念
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
利
用
し
た
主
な
当
時
の
資
料
は
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』（
矢
追
季
春
・
小
澤
憲
二
編
関
西
学
院
劇
研
究
会
一
九
三
五
・
一
）、『
文
学
部
回
顧
』（
田
中
利
一
・
他
編
関
西
学
院
文
学
会
一
九
三
一
・
一
）、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
四
〜
一
九
二
八
年
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
引
用
す
る
際
に
は
仮
名
遣
い
は
改
め
ず
、
漢
字
の
み
を
旧
字
体
か
ら
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。
一
、
戯
曲
研
究
会
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
前
身
と
さ
れ
る
存
在
が
、
一
九
二
二
年
五
月
に
創
設
さ
れ
た
「
戯
曲
研
究
会
」
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
上
村
久
を
始
め
、
参
加
者
の
殆
ど
が
雑
誌
『
弦
月
』
の
同
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
戯
曲
研
究
会
は
結
成
と
同
年
の
五
月
と
九
月
の
二
回
、
学
院
中
央
講
堂
に
て
公
演
を
行
っ
た
。
五
月
の
成
功
を
受
け
て
九
月
の
公
演
で
は
入
場
料
を
取
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
こ
の
公
演
で
も
多
く
の
観
客
を
集
め
、
再
び
の
成
功
を
収
め
た
。
し
か
し
資
金
面
で
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
九
月
の
公
演
の
後
で
戯
曲
研
究
会
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
る
。
九
月
の
公
演
に
は
、
当
時
関
西
の
演
劇
界
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
坪
内
士
行
ら
が
女
優
を
連
れ
て
訪
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
入
場
料
の
こ
と
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
戯
曲
研
究
会
の
活
動
は
学
外
で
も
少
な
か
ら
ず
注
目
を
集
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
後
に
誕
生
す
る
劇
研
究
会
の
活
動
と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
戯
曲
研
究
会
の
実
際
の
活
動
は
二
回
の
公
演
と
そ
の
練
習
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
演
劇
に
対
す
る
研
究
活
動
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
劇
研
究
会
の
活
動
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
解
散
後
、
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
上
村
が
途
中
退
学
し
た
こ
と
も
あ
り
、
戯
曲
研
究
会
が
再
び
結
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ザ
ム
ボ
ア
し
か
し
、『
弦
月
』
か
ら
参
加
し
て
い
た
会
員
の
殆
ど
は
、
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
朱
欒
』
の
同
人
と
な
り
、
文
芸
活
動
を
続
け
て
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
九
八
い
っ
た
。
二
、
劇
研
究
会
の
誕
生
「
劇
研
究
会
」
は
、
戯
曲
研
究
会
の
二
年
後
に
あ
た
る
一
九
二
四
年
の
四
月
に
誕
生
し
た
。
結
成
時
に
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
当
時
社
会
科
四
年
の
辻
野
清
で
あ
る
。
辻
野
は
元
戯
曲
研
究
会
の
会
員
で
あ
り
、
彼
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た
の
が
、
当
時
英
文
科
二
年
の
富
岡
捷
や
同
じ
く
英
文
科
一
年
の
山
下
良
三
ら
、
初
期
の
劇
研
究
会
の
活
動
に
お
い
て
中
心
と
な
る
会
員
た
ち
だ
っ
た
。
劇
研
究
会
結
成
当
時
の
会
規
及
び
一
般
事
業
は
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
会
規
一
、
本
会
を
関
西
学
院
劇
研
究
会
と
名
づ
く
二
、
本
研
究
会
は
文
学
部
社
交
部
に
直
属
す
三
、
凡
そ
劇
に
関
す
る
こ
と
は
何
に
よ
ら
ず
そ
の
研
究
対
象
と
す
四
、
本
会
員
は
関
西
学
院
文
学
部
生
に
限
る
一
般
事
業
Ａ
、
野
外
劇
Ｂ
、
舞
台
劇
公
演
Ｃ
、
朗
読
及
び
練
習
Ｄ
、
観
劇
又
は
見
学
Ｅ
、
劇
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
こ
れ
ら
の
内
、
会
規
の
三
番
と
一
般
事
業
の
Ｄ
・
Ｅ
か
ら
は
、
劇
研
究
会
が
公
演
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
演
劇
に
関
す
る
研
究
の
方
面
も
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
九
九
と
に
か
く
「
戯
曲
研
究
会
」
は
只
単
に
演
劇
の
愛
好
者
達
の
集
り
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
経
済
的
な
失
敗
な
ど
の
経
験
に
よ
つ
て
こ
れ
等
の
人
々
の
演
劇
欲
に
科
学
的
な
研
究
態
度
が
プ
ラ
ス
し
て
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
る
と
素
人
芝
居
か
ら
演
劇
を
組
織
的
に
研
究
し
や
う
と
す
る
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
研
究
面
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
後
の
活
動
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
の
一
つ
と
し
て
は
、
一
九
二
四
年
十
月
の
芸
術
協
会
に
よ
る
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」
の
公
演
⑴
へ
の
参
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
公
演
で
は
、
劇
研
究
会
の
会
員
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
実
際
に
舞
台
に
立
ち
、
舞
台
研
究
の
一
助
と
し
て
い
た
。
三
、
野
外
公
演
と
「
芝
居
の
会
」
結
成
か
ら
二
カ
月
後
の
六
月
二
十
一
日
、
劇
研
究
会
の
初
公
演
が
行
わ
れ
た
。
演
じ
ら
れ
た
の
は
久
米
正
雄
の
「
地
蔵
教
由
来
」
で
、
演
出
は
辻
野
と
山
下
が
担
当
し
た
。
学
院
校
庭
で
行
わ
れ
た
こ
の
公
演
は
、
学
生
に
よ
る
野
外
劇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
話
題
を
集
め
た
。一
九
二
四
年
五
月
三
十
一
日
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
付
録
』（
以
下
『
神
戸
付
録
』）
に
は
、「
学
生
の
劇
研
究
や
素
人
劇
団
の
福
音
劇
場
以
外
で
も
芝
居
が
打
て
る
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
同
年
六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
「
脚
本
、
フ
イ
ル
ム
検
閲
官
会
議
」
に
お
い
て
、「
金
儲
け
主
義
で
な
い
素
人
の
演
劇
興
行
」、
つ
ま
り
「
純
真
な
郷
土
劇
団
」
や
「
学
生
の
劇
研
究
団
」
に
限
り
、
常
設
劇
場
以
外
の
場
所
で
も
公
演
を
行
え
る
よ
う
、
現
行
規
制
の
緩
和
が
提
案
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
実
際
に
議
題
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
六
月
九
日
の
『
神
戸
付
録
』
に
「
常
設
劇
場
以
外
で
素
人
芝
居
が
打
て
る
劇
研
究
の
学
生
団
や
芝
居
愛
好
者
の
福
音
」
と
い
う
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
当
日
の
記
事
の
一
部
の
引
用
で
あ
る
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
〇
一
、
他
の
団
体
の
寄
付
を
募
る
も
の
二
、
自
己
の
団
体
の
寄
付
を
募
る
も
の
三
、
娯
楽
の
目
的
で
あ
る
会
員
組
織
の
も
の
四
、
野
外
劇
五
、
無
料
興
行
と
も
の
五
つ
に
対
し
て
は
敢
て
常
設
興
行
場
で
な
く
共
前
記
の
倶
楽
部
、
公
会
堂
、
集
会
所
等
（
野
外
劇
は
場
所
の
支
障
な
き
限
り
）
で
興
行
し
て
差
支
な
い
こ
と
に
協
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
劇
研
究
会
が
野
外
劇
を
行
な
っ
た
の
は
、
検
閲
官
会
議
で
規
制
緩
和
が
認
め
ら
れ
た
直
後
で
あ
り
、
学
生
に
よ
る
野
外
劇
と
い
う
催
し
は
、
当
時
非
常
に
新
し
い
試
み
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
演
二
日
前
の
六
月
十
九
日
に
は
、『
神
戸
付
録
』
に
「
関
西
学
院
の
野
外
劇
＝
地
蔵
教
由
来＝
」
と
題
し
て
野
外
劇
開
催
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
開
催
場
所
や
演
じ
ら
れ
る
戯
曲
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
出
演
者
や
演
出
担
当
の
学
生
に
つ
い
て
も
詳
し
い
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
公
演
に
向
け
ら
れ
て
い
た
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。
こ
の
初
公
演
の
成
功
に
続
き
、
七
月
十
四
日
に
は
神
戸
芸
術
文
化
聯
盟
に
よ
る
「
芝
居
の
会
」
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
会
は
、
郷
土
劇
団
競
演
会
と
し
て
神
戸
聚
楽
館
⑵
で
行
わ
れ
、
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
他
に
は
十
五
夜
小
劇
社
、
響
と
煙
の
劇
団
、
戯
曲
座
と
い
う
三
つ
の
劇
団
が
参
加
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
十
五
夜
小
劇
社
と
戯
曲
座
に
関
し
て
は
、
一
九
二
四
年
三
月
十
日
『
神
戸
付
録
』
中
の
、
文
学
や
音
楽
・
演
劇
等
に
関
す
る
話
題
を
扱
う
「
雑
草
園
」
に
紹
介
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
戯
曲
座
は
元
々
黒
幕
座
と
い
う
名
前
で
活
動
し
て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
だ
が
、
こ
の
名
前
は
「
彼
等
が
黒
幕
座
と
名
付
け
た
心
も
ち
と
、
第
三
者
が
名
称
よ
り
受
け
る
感
じ
と
が
相
反
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
以
前
あ
っ
た
劇
団
の
名
前
を
引
き
継
ぐ
形
で
戯
曲
座
と
改
名
し
た
と
い
う
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
五
夜
小
劇
社
の
紹
介
文
は
、
こ
の
劇
団
の
同
人
の
一
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
目
指
す
の
は
簡
素
な
舞
台
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
「
室
内
劇
の
完
成
」
で
あ
り
、「
劇
の
家
庭
化
」
を
実
現
す
べ
く
活
動
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
一
十
五
夜
小
劇
社
は
以
降
も
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
た
よ
う
で
、
翌
一
九
二
五
年
二
月
十
六
日
の
「
雑
草
園
」
に
は
、
十
五
夜
小
劇
社
に
よ
る
「
劇
の
夕
」
の
案
内
記
事
が
出
て
い
る
。
残
る
響
と
煙
の
劇
団
に
つ
い
て
は
今
回
詳
細
を
調
べ
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
他
の
劇
団
と
同
様
に
神
戸
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
岡
欽
治
氏
の
『
関
西
新
劇
史
』（
東
方
出
版
一
九
九
一
・
十
二
）
で
は
、「
芝
居
の
会
」
に
お
け
る
劇
研
究
会
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
劇
研
究
会
が
上
演
し
た
の
は
菊
池
寛
「
順
番
」
で
、
演
出
は
山
下
）
が
、
上
演
当
日
に
『
神
戸
付
録
』
に
出
さ
れ
た
二
つ
の
記
事
に
は
、
残
る
劇
団
の
上
演
作
品
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
・『
芝
居
の
会
に
就
い
て
』
番
組
は
ダ
ン
セ
ニ
ー
の
「
ア
ラ
ビ
ア
人
の
天
幕
」
二
場
（
戯
曲
座
）
菊
池
寛
氏
の
「
順
番
」
一
幕
（
関
西
学
院
劇
研
究
会
）
象
徴
劇
「
人
間
創
造
の
春
と
文
明
病
」
一
齣
（
響
と
煙
の
劇
壇
）
ダ
ン
セ
ニ
ー
の
「
煌
け
る
門
」
一
幕
（
十
五
夜
小
劇
社
）
倉
田
百
三
氏
の
「
俊
寛
」
二
場
（
戯
曲
座
）
・『
演
芸
た
よ
り
』
聚
楽
館
は
今
十
四
日
午
後
五
時
開
場
、
神
戸
ア
マ
チ
ユ
ー
ア
劇
団
四
つ
の
連
合
に
て
「
芝
居
の
会
」
を
催
す
、
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
は
関
西
学
院
文
学
部
劇
研
究
会
、
十
五
夜
小
劇
社
、
響
と
煙
の
劇
壇
、
戯
曲
座
に
て
童
話
劇
団
を
除
く
全
部
の
郷
土
素
人
劇
団
を
網
羅
し
関
西
に
未
だ
曾
て
試
み
ら
れ
た
こ
と
な
き
意
義
あ
る
最
初
の
公
演
と
て
知
議
階
級
は
勿
論
一
般
劇
愛
好
者
に
多
大
の
期
待
を
以
て
迎
へ
ら
れ
大
阪
、
京
都
方
面
か
ら
も
付
込
み
が
あ
る
と
、
入
場
料
は
Ａ
券
一
円
、
Ｂ
券
五
十
銭
、
な
お
、
記
事
中
で
「
響
と
煙
の
劇
壇
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
響
と
煙
の
劇
団
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
、
こ
の
「
芝
居
の
会
」
が
か
な
り
大
き
な
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
関
西
の
劇
関
係
者
及
び
演
劇
愛
好
者
か
ら
、
広
く
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
会
に
出
演
し
た
こ
と
で
劇
研
究
会
の
知
名
度
も
高
く
な
っ
た
ら
し
く
、『
文
学
部
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
二
回
顧
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
公
演
の
後
で
興
行
師
が
劇
研
究
会
を
訪
れ
、
湊
川
公
園
で
の
出
演
を
打
診
し
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
申
し
出
に
対
し
、
会
員
の
間
で
は
賛
成
の
声
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
結
局
は
劇
研
究
会
の
顧
問
で
あ
る
三
宅
光
華
教
授
の
意
見
を
受
け
て
断
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
、
演
劇
研
究
に
関
す
る
活
動
一
九
二
四
年
の
劇
研
究
会
は
、
野
外
劇
と
「
芝
居
の
会
」
を
成
功
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
演
劇
に
関
す
る
研
究
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
同
年
十
一
月
か
ら
川
口
尚
輝
に
依
頼
し
て
講
義
を
開
い
て
も
ら
う
こ
と
と
な
る
。
川
口
尚
輝
は
一
八
九
九
年
七
月
に
神
戸
市
に
生
ま
れ
、
一
九
二
四
年
に
早
稲
田
大
学
文
科
を
卒
業
し
た
後
、
関
西
で
の
演
劇
活
動
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
は
須
磨
の
自
宅
に
お
い
て
演
劇
研
究
所
を
開
き
、
新
劇
の
新
人
を
育
成
し
て
い
た
。
ま
た
一
九
二
五
年
に
誕
生
し
た
同
志
座
に
も
参
加
し
て
お
り
、
舞
台
監
督
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
一
九
二
四
年
十
二
月
一
日
『
神
戸
付
録
』
の
「
雑
草
園
」
に
は
、
岡
十
津
雁
（
岡
成
志
の
筆
名
）
が
「
劇
と
絵
の
話
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
中
で
川
口
は
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
須
磨
の
川
口
尚
輝
君
は
劇
に
精
進
し
て
倦
ま
ざ
る
人
で
あ
る
。
少
数
の
人
々
を
集
め
て
三
年
間
劇
の
理
論
と
、
舞
台
に
於
け
る
一
切
の
表
現
と
を
研
究
す
る
計
画
を
立
て
、
今
し
き
り
に
そ
の
同
志
を
集
め
て
い
る
。
そ
れ
は
極
め
て
困
難
な
る
事
業
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
劇
の
世
俗
に
悦
ば
れ
る
や
久
し
く
、
俳
優
の
世
人
に
い
や
し
め
ら
れ
る
こ
と
、
亦
既
に
久
し
い
。（
中
略
）
川
口
君
の
研
究
所
を
経
営
せ
ん
と
す
る
は
即
ち
こ
の
、
あ
る
意
味
に
於
け
る
世
捨
て
人
を
糾
合
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
創
業
の
困
難
な
る
、
他
人
の
想
察
し
得
る
所
で
無
い
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
三
こ
の
記
事
以
外
に
も
、『
神
戸
付
録
』
に
お
い
て
川
口
の
名
前
は
度
々
登
場
し
て
い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
一
九
二
五
年
三
月
九
日
に
は
、
関
西
で
「
演
劇
協
会
」
が
組
織
さ
れ
た
事
を
知
ら
せ
る
記
事
に
お
い
て
、
他
の
演
劇
関
係
者
と
共
に
参
加
者
の
一
人
と
し
て
川
口
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
五
月
四
日
の
「
雑
草
園
」
に
は
、「
た
よ
り
」
の
欄
に
川
口
に
関
す
る
話
題
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
川
口
と
共
に
芸
術
座
で
「
春
の
め
ざ
め
」
を
演
じ
た
吉
田
謙
吉
⑶
が
現
在
川
口
宅
に
寄
宿
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
川
口
が
飛
行
少
年
劇
「
空
」
と
い
う
映
画
⑷
を
製
作
し
て
お
り
、
そ
れ
が
文
部
省
推
薦
映
画
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
題
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
で
の
扱
い
か
ら
、
川
口
は
当
時
の
神
戸
に
お
い
て
、
演
劇
関
係
者
と
し
て
知
名
度
が
高
い
人
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
川
口
は
毎
週
月
曜
日
、
劇
研
究
会
の
会
員
に
対
し
て
二
時
間
ず
つ
「
演
劇
学
概
論
」
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
（
な
お
講
義
が
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
で
は
学
院
地
下
室
と
な
っ
て
い
る
が
、『
文
学
部
回
顧
』
で
は
川
口
の
自
宅
と
さ
れ
て
い
る
）。
一
方
、
劇
研
究
会
か
ら
は
山
下
が
須
磨
の
演
劇
研
究
所
に
出
向
き
、「
舞
台
の
定
式
に
就
て
」
と
い
う
講
義
を
開
い
た
。
二
人
の
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
川
口
の
講
義
に
つ
い
て
は
『
劇
研
究
会
十
年
史
』
に
「
理
論
や
歴
史
の
講
義
」
と
あ
る
た
め
、
演
劇
に
関
わ
る
話
題
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
山
下
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
富
岡
の
「
僕
等
の
演
劇
運
動
史
│
│
随
筆
的
に
昔
を
偲
ん
で
│
│
」（『
劇
』
第
二
巻
第
二
号
（
関
西
学
院
劇
研
究
会
一
九
三
〇
・
二
）
所
収
）
に
そ
の
他
講
義
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
僕
等
自
身
の
レ
ク
チ
ユ
ア
を
持
つ
た
事
で
、
山
下
君
の
「
舞
台
の
定
式
に
就
て
」
な
る
も
の
は
未
だ
に
僕
等
の
大
い
に
役
立
つ
た
も
の
ゝ
一
つ
で
あ
る
。
当
時
、
耳
新
し
か
つ
た
ク
ツ
ペ
ル
、
ホ
リ
ゾ
ン
ト
等
の
言
葉
も
僕
等
が
同
君
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
つ
た
。 関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
四
と
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
ク
ツ
ペ
ル
、
ホ
リ
ゾ
ン
ト
」（
ク
ッ
ペ
ル
・
ホ
リ
ゾ
ン
ト
）
と
は
、
劇
場
に
設
置
さ
れ
る
舞
台
装
置
で
あ
る
。
上
部
が
放
物
線
状
に
湾
曲
し
た
壁
で
、
効
果
的
な
照
明
と
音
の
反
響
を
得
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
日
本
で
は
一
九
二
四
年
六
月
に
築
地
小
劇
場
が
初
め
て
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
で
は
新
し
い
演
劇
知
識
を
山
下
が
得
て
い
た
の
は
、
彼
が
学
外
の
劇
団
の
関
係
者
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
⑸
。
川
口
に
よ
る
講
義
は
翌
年
の
三
月
に
終
わ
る
こ
と
と
な
る
が
、
劇
研
究
会
内
で
の
講
義
は
山
下
や
富
岡
ら
に
よ
っ
て
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
二
六
年
一
月
か
ら
三
月
に
は
、
会
員
に
よ
る
劇
評
や
戯
曲
を
中
心
と
し
た
回
覧
雑
誌
『
マ
ス
ク
』
を
三
号
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
劇
研
究
会
が
関
わ
り
を
持
っ
た
演
劇
関
係
者
は
川
口
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
二
五
年
三
月
に
は
卒
業
す
る
辻
野
の
送
別
会
と
し
て
、
川
口
の
紹
介
を
得
て
新
劇
関
係
者
を
招
い
た
講
演
会
を
開
い
た
。
こ
の
講
演
会
に
招
か
れ
た
の
は
、
坪
内
士
行
と
堀
正
旗
、
豊
岡
佐
一
郎
の
三
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劇
研
究
会
は
積
極
的
に
学
外
の
人
物
と
交
流
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
知
識
を
充
実
さ
せ
る
為
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
川
口
は
劇
研
究
会
に
と
っ
て
学
外
顧
問
格
と
呼
び
得
る
存
在
に
な
っ
て
い
く
。
な
お
川
口
は
『
朱
欒
』
に
続
い
て
関
学
生
を
中
心
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
横
顔
』
の
同
人
の
一
人
で
あ
り
、
第
三
号
か
ら
自
作
の
戯
曲
を
幾
つ
か
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
一
九
二
五
年
六
月
発
行
の
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
戯
曲
「
雨
の
城
中
」
は
、
後
に
劇
研
究
会
に
よ
っ
て
実
際
に
上
演
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
演
出
は
川
口
自
身
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
四
年
十
二
月
八
日
『
神
戸
付
録
』
の
「
雑
草
園
」
で
は
、
関
西
学
院
の
学
生
に
よ
る
雑
誌
『
関
西
文
学
』
第
二
号
の
批
評
会
が
行
わ
れ
た
際
、
詩
人
の
富
田
砕
花
・
新
聞
記
者
の
藤
木
九
三
と
共
に
川
口
尚
輝
が
参
加
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
川
口
は
劇
研
究
会
だ
け
で
は
な
く
、
関
西
学
院
文
学
部
の
学
生
に
よ
る
様
々
な
活
動
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
五
七
月
の
「
芝
居
の
会
」
以
来
、
劇
研
究
会
は
し
ば
ら
く
舞
台
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、
講
義
に
よ
っ
て
得
た
成
果
を
実
際
の
舞
台
上
で
活
か
し
た
い
と
い
う
欲
求
か
ら
、
試
演
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
試
演
会
の
会
場
と
な
っ
た
の
は
川
口
の
自
宅
で
あ
り
、
大
々
的
に
家
屋
の
改
装
を
行
っ
て
舞
台
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
上
演
さ
れ
た
の
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ラ
ー
作
「
独
逸
男
ヒ
ン
ケ
マ
ン
」
で
あ
る
。
こ
の
試
演
会
の
舞
台
関
係
者
に
つ
い
て
の
記
録
は
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
と
『
文
学
部
回
顧
』
で
は
異
な
っ
て
い
る
。『
劇
研
究
会
十
年
史
』
で
は
舞
台
を
作
っ
た
の
は
画
家
の
浅
野
孟
府
⑹
で
、
劇
研
究
会
の
山
下
が
舞
台
照
明
を
担
当
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
『
文
学
部
回
顧
』
の
方
で
は
舞
台
製
作
を
担
当
し
た
の
が
山
下
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
二
五
年
一
月
十
二
日
『
神
戸
付
録
』
の
「
雑
草
園
」
に
は
、「「
独
逸
男
ヒ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
を
見
て
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
川
口
宅
で
行
わ
れ
た
「
独
逸
男
ヒ
ン
ケ
マ
ン
」（
記
事
中
で
「
ヒ
ン
ケ
マ
ン
」「
ヒ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
の
両
方
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
の
舞
台
に
対
す
る
感
想
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
は
『
横
顔
』
同
人
で
『
関
西
文
学
』
の
編
集
も
行
っ
て
い
た
堀
経
道
（
英
文
科
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は
ま
ず
舞
台
装
置
や
照
明
の
技
術
を
「
頗
る
効
果
が
あ
つ
た
」「
演
技
を
助
成
し
て
ゐ
た
」
と
述
べ
、
演
技
に
つ
い
て
は
「
全
体
と
し
て
無
難
の
出
来
で
あ
つ
た
。
否
、
演
技
者
中
数
名
は
驚
く
べ
き
腕
を
ほ
の
み
せ
て
さ
へ
ゐ
た
」
と
し
た
上
で
、「
全
の
点
に
お
い
て
不
便
な
室
内
劇
で
か
く
も
立
派
な
演
技
と
演
出
を
誰
も
期
待
し
て
は
ゐ
な
か
つ
た
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
舞
台
装
置
を
浅
野
が
、
照
明
を
山
下
が
担
当
し
た
と
さ
れ
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
舞
台
は
川
口
の
開
い
た
「
劇
芸
術
研
究
会
」（
こ
れ
ま
で
出
て
き
た
演
劇
研
究
所
と
同
じ
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
）
の
第
一
回
研
究
発
表
と
し
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
が
劇
研
究
会
と
川
口
の
演
劇
研
究
所
の
試
演
会
を
混
同
し
て
い
る
、『
文
学
部
回
顧
』
の
記
述
が
誤
り
で
あ
る
、
あ
る
い
は
劇
研
究
会
と
演
劇
研
究
所
が
合
同
で
試
演
会
を
行
っ
た
、
な
ど
幾
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
劇
研
究
会
の
関
連
資
料
に
は
試
演
会
が
行
わ
れ
た
正
確
な
日
時
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
が
、
試
演
会
が
演
劇
研
究
所
と
合
同
で
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
堀
経
道
の
記
事
に
あ
る
一
月
四
日
に
試
演
会
が
開
催
さ
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
六
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
試
演
会
に
は
新
劇
関
係
者
の
他
、
富
田
砕
花
や
森
戸
辰
夫
ら
の
関
西
の
知
名
人
も
多
数
招
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
浅
野
孟
府
は
川
口
同
様
『
弦
月
』
の
同
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
前
身
と
な
る
『
朱
欒
』
時
代
か
ら
の
参
加
者
で
あ
り
、
両
誌
で
表
紙
の
版
画
等
を
手
掛
け
て
い
る
。
五
、「
学
校
劇
禁
止
令
」
に
対
す
る
劇
研
究
会
の
動
向
劇
研
究
会
が
「
芝
居
の
会
」
以
降
し
ば
ら
く
公
演
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
研
究
面
の
充
実
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
以
外
に
も
、
一
九
二
四
年
九
月
に
当
時
の
文
部
大
臣
で
あ
る
岡
田
良
平
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
「
学
校
劇
禁
止
令
」
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
以
下
は
、
森
田
雅
子
氏
の
『
貞
奴
物
語
禁
じ
ら
れ
た
演
劇
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
二
〇
〇
九
・
七
）
中
の
、「
学
校
劇
禁
止
令
」
に
関
わ
る
二
つ
の
文
章
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
文
中
に
実
際
の
文
部
次
官
通
牒
の
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
こ
の
文
章
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、『
貞
奴
物
語
禁
じ
ら
れ
た
演
劇
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
・
岡
田
は
直
近
の
八
月
七
日
に
地
方
長
官
会
議
に
お
い
て
、
文
部
行
政
に
つ
い
て
の
訓
示
を
行
な
い
、
続
け
て
九
月
三
日
「
文
部
次
官
通
牒
」
が
発
令
さ
れ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
学
校
劇
禁
止
令
」
で
あ
る
。
・
大
正
十
三
年
、
時
の
文
部
大
臣
岡
田
良
平
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
い
わ
ゆ
る
「
学
校
劇
禁
止
令
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
全
国
校
長
会
議
で
通
達
し
た
。（
中
略
）
学
生
生
徒
ニ
シ
テ
演
劇
的
行
動
ヲ
為
ス
者
ノ
取
締
ニ
関
シ
テ
ハ
明
治
四
十
二
年
本
省
ヨ
リ
訓
令
ヲ
発
セ
ラ
レ
尚
過
日
地
方
長
官
會
議
ニ
際
シ
テ
モ
特
ニ
本
省
大
臣
ヨ
リ
訓
示
ノ
次
第
モ
之
有
リ
タ
ル
處
語
學
練
習
會
等
ニ
於
テ
脂
粉
ヲ
施
シ
假
装
ヲ
為
シ
演
劇
興
行
ニ
近
キ
行
為
ヲ
為
ス
モ
ノ
、
往
々
有
之
ヲ
此
ノ
如
キ
モ
國
ヨ
リ
調
令
ノ
精
神
ニ
照
シ
不
可
思
議
ニ
ツ
キ
爾
今
貴
學
（
校
）
ニ
於
テ
モ
十
分
御
監
督
ノ
上
御
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
依
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
七
命
此
段
通
牒
ス
こ
こ
に
挙
げ
た
通
牒
に
関
し
て
、
冨
田
博
之
氏
が
『
日
本
児
童
演
劇
史
』（
東
京
書
籍
一
九
七
六
・
八
）
に
お
い
て
「
直
接
、「
禁
止
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
は
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
「
学
校
劇
禁
止
」
の
実
効
を
発
揮
し
た
と
み
て
よ
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
禁
止
令
を
受
け
て
多
く
の
学
校
で
は
演
劇
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
牒
の
内
容
は
、
児
童
及
び
学
生
に
よ
る
「
脂
粉
」
や
「
假
装
」
を
伴
っ
た
「
演
劇
興
行
ニ
近
キ
行
為
」
へ
の
自
粛
勧
告
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
禁
止
令
に
反
対
す
る
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
、「
全
国
学
生
演
劇
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。
参
加
し
て
い
た
の
は
関
西
学
院
・
大
阪
外
語
（
大
阪
外
国
語
学
校
）・
大
阪
高
商
（
大
阪
市
立
高
等
商
業
学
校
）・
関
西
大
学
の
有
志
で
、
関
西
学
院
か
ら
は
劇
研
究
会
の
代
表
と
し
て
山
下
と
富
岡
、
松
岡
敏
夫
（
社
会
科
）
の
三
人
が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
校
の
中
で
も
関
西
学
院
が
中
心
と
な
っ
て
決
議
文
や
チ
ラ
シ
等
の
印
刷
物
を
作
成
し
、
禁
止
令
に
対
す
る
反
対
運
動
を
行
な
お
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
は
資
金
難
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
結
局
「
全
国
学
生
演
劇
連
盟
」
も
解
散
の
憂
き
目
を
見
る
こ
と
と
な
る
が
、
学
生
劇
へ
の
政
治
的
な
弾
圧
に
対
し
て
、
学
生
の
側
か
ら
積
極
的
に
連
帯
し
、
反
対
運
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
学
校
劇
禁
止
令
」
に
対
す
る
劇
研
究
会
独
自
の
試
み
と
し
て
は
、「
動
読
」
と
名
付
け
ら
れ
た
上
演
形
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
「
動
読
」
を
用
い
た
活
動
に
つ
い
て
、
依
岡
隆
児
氏
の
論
稿
「
築
地
小
劇
場
と
関
西
新
劇
運
動
」
を
参
考
に
ま
と
め
て
い
き
た
い
。「
動
読
」
と
は
「
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
及
び
粉
飾
抜
き
の
芝
居
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（「
築
地
小
劇
場
と
関
西
新
劇
運
動
」）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
学
校
劇
禁
止
令
」
で
禁
止
さ
れ
る
の
が
「
脂
粉
」
や
「
假
装
」
を
伴
っ
た
演
劇
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
取
っ
て
い
る
。
『
文
学
部
回
顧
』
に
は
、
こ
の
「
動
読
」
を
「
潜
行
活
動
」
と
称
し
、「
裏
を
か
い
て
マ
ン
マ
と
禁
制
を
も
ぐ
」
り
、「
中
央
講
堂
で
堂
々
や
つ
て
の
け
た
」
公
演
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
八
こ
の
公
演
は
一
九
二
五
年
十
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
「
劇
の
夕
」
で
、「
動
読
」
を
用
い
た
初
の
舞
台
と
な
る
。
演
じ
ら
れ
た
の
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ラ
ー
「
転
変
」、
ロ
ー
ド
・
ダ
ン
セ
ニ
イ
「
忘
れ
て
来
た
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
」、
山
本
有
三
「
海
彦
山
彦
」、
倉
田
百
三
「
俊
寛
」、
菊
池
寛
「
順
番
」
の
五
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
劇
研
究
会
は
一
九
二
六
年
一
月
二
十
二
日
の
「
動
読
会
」（
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ラ
ー
「
独
逸
男
ヒ
ン
ケ
マ
ン
」）
や
同
年
二
月
十
一
日
の
第
一
回
文
化
祭
（
山
本
有
三
「
同
志
の
人
々
」）
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
動
読
形
式
を
用
い
て
「
学
校
劇
禁
止
令
」
を
掻
い
潜
る
形
で
公
演
を
続
け
て
い
た
。六
、「
ド
ラ
マ
の
夕
」
と
「
劇
と
映
画
の
会
」
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
公
演
活
動
と
研
究
的
な
活
動
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
経
験
と
知
識
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
劇
研
究
会
は
、
次
第
に
半
興
行
的
な
活
動
へ
と
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
九
二
六
年
、
文
学
部
の
学
生
に
よ
っ
て
「
学
院
自
給
学
生
扶
助
会
」、
通
称
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
」（Self
Surpporting
student
’s
so
ciety
）
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
は
、
苦
学
生
が
集
ま
っ
て
学
費
に
充
て
る
為
の
資
金
を
組
織
的
に
集
め
る
と
い
う
目
的
か
ら
誕
生
し
た
が
、
こ
の
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
」
に
劇
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
富
岡
捷
や
稲
岡
暹
（
社
会
科
）
が
い
た
こ
と
か
ら
、
同
年
に
は
同
会
の
基
金
募
集
の
為
に
「
ド
ラ
マ
の
夕
」
と
銘
打
っ
た
演
劇
会
が
催
さ
れ
た
。
学
院
の
中
央
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
演
劇
会
は
入
場
料
五
十
銭
を
徴
収
し
た
が
、
非
常
な
好
評
を
博
し
「
堂
々
基
金
を
三
百
円
な
に
が
し
作
つ
て
し
ま
つ
た
」（『
文
学
部
回
顧
』）。
こ
の
公
演
で
は
当
時
の
劇
研
究
会
に
お
い
て
殆
ど
の
舞
台
の
演
出
を
担
当
し
て
い
た
山
下
だ
け
で
な
く
、
川
口
尚
輝
と
豊
岡
佐
一
郎
の
両
名
も
演
出
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。『
劇
研
究
会
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
菊
池
寛
「
真
似
」・
岸
田
國
士
「
命
を
弄
ぶ
男
二
人
」（
共
に
演
出
は
山
下
）、
川
口
尚
輝
「
雨
の
城
中
」（
演
出
は
川
口
）、
山
本
有
三
「
海
彦
山
彦
」・
藤
井
真
澄
「
吉
田
松
陰
」
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
〇
九
（
共
に
演
出
は
豊
岡
）
の
五
つ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
川
口
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
横
顔
』
第
八
号
掲
載
の
自
作
の
戯
曲
の
演
出
を
行
っ
た
。こ
の
成
功
を
受
け
て
、
翌
一
九
二
七
年
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
劇
研
究
会
と
同
じ
く
文
学
部
の
学
生
に
よ
る
映
画
研
究
会
と
合
同
で
「
劇
と
映
画
の
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
会
は
学
生
会
館
を
建
設
す
る
為
の
基
金
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
学
院
内
で
は
な
く
大
阪
朝
日
会
館
⑺
で
開
催
さ
れ
た
。
開
催
前
日
の
十
一
月
二
十
五
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
版
第
二
』⑻
（
以
下
『
神
戸
版
第
二
』）
に
は
「
関
学
学
生
が
基
金
募
集
の
劇
と
映
画
の
会
あ
す
朝
日
会
館
で
」
と
い
う
見
出
し
で
、「
劇
と
映
画
の
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
演
じ
ら
れ
た
作
品
は
関
西
学
院
の
教
員
で
あ
る
阪
本
勝
の
「
海
鼠
の
如
く
強
し
」、
ビ
ラ
ン
デ
ル
ロ
「
莫
迦
」、
前
田
河
廣
一
郎
「
手
」
の
三
つ
と
な
っ
て
い
る
。「
海
鼠
の
如
く
強
し
」
は
同
年
十
月
二
十
七
日
の
語
学
大
会
で
、「
莫
迦
」
と
「
手
」
は
十
一
月
八
日
の
創
立
記
念
祭
で
既
に
一
度
演
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
劇
研
究
会
の
面
々
は
非
常
な
自
信
を
持
っ
て
こ
の
会
に
臨
ん
だ
が
、
結
果
は
「
芝
居
は
よ
か
つ
た
ん
だ
が
観
客
は
少
な
く
、
結
局
学
生
会
も
相
当
損
を
し
た
」（『
文
学
部
回
顧
』）。
し
か
し
、
富
岡
は
「
僕
等
の
演
劇
運
動
史
│
│
随
筆
的
に
昔
を
偲
ん
で
│
│
」
で
、「
劇
と
映
画
の
会
」
に
つ
い
て
僕
等
は
此
処
で
始
め
て
、
僕
等
自
身
が
研
究
室
を
出
で
て
街
頭
へ
！
大
衆
へ
！
呼
び
か
く
る
演
劇
を
持
つ
事
が
出
来
た
の
で
あ
つ
た
。
演
出
に
於
て
も
演
技
に
於
て
も
僕
等
は
断
然
シ
イ
ク
で
あ
つ
た
事
は
、
今
で
も
僕
等
、
及
び
当
日
の
観
客
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
事
実
で
あ
つ
た
、
と
記
し
て
お
り
、
資
金
面
で
の
結
果
と
は
別
に
、
劇
研
究
会
は
「
劇
と
映
画
の
会
」
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
舞
台
に
対
す
る
自
信
を
深
め
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
一
九
二
七
年
は
、
宝
塚
国
民
座
⑼
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、
研
究
面
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
年
で
も
あ
る
。
宝
塚
国
民
座
は
一
九
二
六
年
五
月
に
誕
生
し
た
劇
団
で
あ
り
、
演
出
部
に
は
坪
内
士
行
や
堀
正
旗
、
川
口
尚
輝
と
い
っ
た
、
劇
研
究
会
に
と
っ
て
馴
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
一
〇
染
み
の
深
い
面
々
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
年
の
劇
研
究
会
は
宝
塚
大
劇
場
及
び
中
劇
場
の
舞
台
や
舞
台
裏
の
見
学
に
出
向
い
た
り
、
川
口
が
演
出
を
担
当
し
た
国
民
座
の
舞
台
『
星
亨
』
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
す
る
な
ど
、
国
民
座
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
機
に
、
劇
研
究
会
は
更
な
る
活
動
の
場
を
学
外
に
求
め
、
新
た
な
団
体
の
結
成
に
向
け
て
動
き
始
め
る
こ
と
と
な
る
。
七
、「
先
駆
劇
場
」
と
そ
の
解
散
一
九
二
七
年
十
一
月
、
劇
研
究
会
は
学
外
で
の
活
動
を
目
的
と
し
た
新
た
な
劇
団
「
先
駆
劇
場
」
を
組
織
す
る
。
立
ち
上
げ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
も
劇
研
究
会
の
内
外
を
問
わ
ず
積
極
的
な
活
動
を
見
せ
て
い
た
山
下
良
三
で
あ
る
。
会
員
達
が
学
外
で
の
活
動
を
目
指
し
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
『
劇
研
究
会
十
年
史
』
に
見
ら
れ
る
一
、
学
生
と
云
ふ
立
場
を
離
れ
て
自
由
な
個
人
と
し
て
一
つ
の
新
ら
し
い
劇
団
を
作
り
た
い
一
、
学
生
劇
で
は
女
優
が
使
へ
な
い
一
、
学
院
当
局
の
干
渉
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
学
校
か
ら
の
干
渉
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
女
優
を
起
用
出
来
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
演
じ
ら
れ
る
戯
曲
も
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
舞
台
が
関
西
の
新
劇
界
で
も
十
分
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
実
感
出
来
た
と
い
う
こ
と
も
、「
先
駆
劇
場
」
立
ち
上
げ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
「
先
駆
劇
場
」
の
主
な
参
加
者
は
、
そ
の
殆
ど
が
劇
研
究
会
の
会
員
と
同
様
の
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
が
、
客
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
人
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
一
一
物
の
中
に
は
浅
野
孟
府
や
吉
田
謙
吉
、
阪
本
勝
ら
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
吉
田
は
、
一
九
二
七
年
の
関
西
学
院
第
二
回
創
立
記
念
祭
に
お
け
る
劇
研
究
会
の
公
演
で
舞
台
装
置
を
手
掛
け
て
い
る
。
な
お
、
担
当
し
た
舞
台
に
つ
い
て
は
、『
文
学
部
回
顧
』
で
は
前
田
河
廣
一
郎
「
手
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
劇
研
究
会
十
年
史
』
で
は
ビ
ラ
ン
デ
ル
ロ
「
莫
迦
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
先
駆
劇
場
」
は
最
初
の
活
動
と
し
て
、
一
九
二
八
年
一
月
と
二
月
に
劇
団
と
同
じ
『
先
駆
劇
場
』
と
い
う
名
の
雑
誌
を
二
冊
刊
行
し
た
。
そ
の
う
ち
一
月
刊
行
分
に
つ
い
て
は
同
年
一
月
七
日
の
『
神
戸
版
第
二
』
の
「
新
刊
紹
介
」
で
、「
関
西
学
院
文
学
部
劇
研
究
会
々
員
を
主
に
し
て
各
自
が
全
く
自
由
な
個
人
の
立
場
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
劇
団
先
駆
劇
場
の
機
関
雑
誌
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
続
け
て
同
年
二
月
に
は
大
阪
朝
日
会
館
の
公
演
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
最
初
の
公
演
で
演
じ
ら
れ
る
の
は
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ラ
ー
「
解
放
さ
れ
た
ウ
オ
タ
ン
」
に
決
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
公
演
を
前
に
し
て
劇
団
員
内
で
思
想
的
な
分
裂
が
起
こ
り
、
公
演
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
そ
の
後
一
部
劇
団
員
の
脱
退
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
先
駆
劇
場
」
自
体
が
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
分
裂
に
つ
い
て
は
大
岡
氏
の
『
関
西
新
劇
史
』
で
「
劇
団
内
に
社
会
派
と
芸
術
派
の
対
立
が
起
っ
て
、
結
局
先
駆
劇
場
は
流
産
し
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
社
会
派
」
に
あ
た
る
の
が
「
先
駆
劇
場
」
を
脱
退
し
た
三
木
武
夫
・
由
上
勝
男
・
南
部
省
三
・
黒
川
順
三
の
四
名
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
当
時
関
西
の
演
劇
界
で
も
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
「
芸
術
派
」
と
さ
れ
る
の
が
、
彼
ら
と
対
立
し
た
山
下
や
富
岡
ら
「
先
駆
劇
場
」
の
残
留
組
で
あ
る
。
こ
の
「
先
駆
劇
場
」
の
解
散
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
劇
研
究
会
の
中
心
に
立
っ
て
い
た
山
下
や
富
岡
ら
数
名
の
会
員
は
そ
の
活
動
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
山
下
は
、
こ
の
後
宝
塚
国
民
座
や
大
阪
松
竹
座
と
い
っ
た
関
西
の
劇
団
に
活
動
の
場
を
移
す
こ
と
と
な
り
、
更
に
東
宝
に
て
映
画
製
作
に
関
わ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
富
岡
も
後
に
日
活
の
脚
本
部
に
入
り
、
山
下
と
同
様
に
映
画
の
製
作
に
携
わ
っ
て
い
く
。
な
お
こ
の
両
名
は
一
九
二
九
年
か
ら
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
劇
研
究
会
の
機
関
誌
『
劇
』
に
、
元
会
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
数
回
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
が
、「
先
駆
劇
場
」
解
散
時
に
は
残
留
側
と
し
て
三
木
・
由
上
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
思
想
に
対
立
す
る
立
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
一
二
場
に
あ
っ
た
富
岡
が
『
劇
』
に
寄
稿
し
て
い
る
文
章
は
、「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
支
配
階
級
の
凡
ゆ
る
欺
瞞
と
搾
取
と
弾
圧
に
抗
し
て
闘
争
と
勝
利
へ
！
」
と
い
う
内
容
を
「
最
も
敏
捷
に
単
明
に
正
確
に
表
現
し
得
る
形
式
」
の
演
劇
に
よ
っ
て
大
衆
の
中
に
持
ち
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
「
結
核
性
演
劇
！
」（『
劇
』
第
一
巻
第
二
号
（
関
西
学
院
劇
研
究
会
一
九
二
九
・
九
）
所
収
）
の
よ
う
に
、
左
翼
的
な
思
想
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
山
下
は
主
に
「
音
響
効
果
の
歴
史
的
考
察
」（『
劇
』
第
一
巻
第
二
号
所
収
）
や
「
舞
台
照
明
に
就
て
」（『
劇
』
第
一
巻
第
三
号
（
関
西
学
院
劇
研
究
会
一
九
二
九
・
十
一
）
所
収
）
な
ど
の
舞
台
効
果
に
関
す
る
文
章
を
発
表
し
て
お
り
、
左
翼
的
な
思
想
と
は
距
離
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、「
先
駆
劇
場
」
解
散
後
の
劇
研
究
会
の
活
動
は
、
由
上
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
に
関
心
を
持
つ
面
々
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
、
劇
研
究
会
全
体
が
左
翼
的
な
活
動
に
入
っ
て
い
く
。
な
お
三
木
武
雄
が
後
に
書
い
た
「
一
九
二
八
年
の
文
科
諸
相
」（『
文
学
部
回
顧
』
所
収
）
に
は
、「
詩
人
ク
ラ
ブ
「
木
曜
島
」」
及
び
「
文
芸
直
線
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
劇
研
究
会
に
つ
い
で
第
二
の
波
が
こ
の
詩
人
の
集
り
に
襲
い
か
ゝ
つ
た
」「「
文
芸
直
線
」
の
グ
ル
ー
プ
（
文
芸
連
盟
）
は
第
三
番
目
の
大
波
を
（
時
間
的
に
も
お
く
れ
て
）
受
け
た
の
で
あ
つ
た
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
関
西
学
院
文
学
部
に
お
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
影
響
を
最
初
に
受
け
た
の
が
劇
研
究
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
劇
』
に
左
翼
的
な
思
想
が
見
ら
れ
る
文
章
を
発
表
し
て
い
た
富
岡
は
、『
文
学
部
回
顧
』
に
よ
れ
ば
こ
の
「
文
芸
直
線
」
に
も
参
加
し
て
お
り
、
一
九
二
八
年
八
月
か
ら
数
回
創
作
や
戯
曲
を
同
誌
に
発
表
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
学
生
劇
と
い
う
範
囲
を
脱
し
て
学
院
外
で
よ
り
積
極
的
な
演
劇
活
動
を
行
な
お
う
と
し
て
い
た
「
先
駆
劇
場
」
は
、
会
員
の
思
想
分
裂
に
よ
り
実
際
の
公
演
を
行
な
う
前
に
解
散
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
培
わ
れ
て
き
た
、
活
動
の
場
を
学
外
に
も
積
極
的
に
求
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
こ
の
後
の
劇
研
究
会
に
も
受
け
継
が
れ
、
ナ
ッ
プ
大
阪
支
部
の
演
劇
部
で
あ
る
戦
旗
座
へ
の
会
員
の
参
加
や
、
労
働
者
慰
安
を
目
的
と
し
た
学
外
公
演
の
実
施
と
い
っ
た
活
動
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
一
三
註
⑴
芸
術
協
会
は
、
一
九
二
一
年
三
月
に
坪
内
士
行
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
戯
曲
研
究
会
が
改
称
し
た
も
の
で
、
一
九
二
三
年
五
月
に
誕
生
し
、
翌
一
九
二
四
年
十
月
の
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」（
中
央
公
会
堂
及
び
宝
塚
歌
劇
場
）
の
公
演
を
以
て
解
散
し
た
。（『
関
西
新
劇
史
』）
劇
研
究
会
の
会
員
が
参
加
し
た
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」
の
公
演
に
つ
い
て
、『
文
学
部
回
顧
』
で
は
「
大
阪
中
央
講
堂
で
坪
内
士
行
氏
の
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」
が
一
九
二
五
年
九
月
出
さ
れ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
芸
術
協
会
は
一
九
二
四
年
に
解
散
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
文
学
部
回
顧
』
の
記
録
が
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
、『
関
西
新
劇
史
』
の
記
述
を
参
考
と
し
て
い
る
。
⑵
聚
楽
館
は
一
九
一
三
年
八
月
に
新
開
地
で
開
業
し
た
劇
場
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
九
月
に
映
画
館
に
変
わ
っ
た
。
劇
場
時
代
に
は
、
芸
術
座
の
公
演
、
梅
蘭
芳
の
舞
台
、
ア
ン
ナ
・
パ
ブ
ロ
ワ
の
「
瀕
死
の
白
鳥
」
や
浅
草
オ
ペ
ラ
な
ど
、「
大
正
期
の
日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
舞
台
は
ほ
と
ん
ど
聚
楽
館
を
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
」。（
神
戸
と
シ
ネ
マ
の
一
世
紀
』
神
戸
１
０
０
年
映
画
祭
実
行
委
員
会
・
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会
編
の
じ
ぎ
く
文
庫
一
九
九
八
・
四
）
⑶
吉
田
謙
吉
は
一
八
九
七
年
に
東
京
日
本
橋
に
生
れ
た
。
一
九
二
四
年
よ
り
築
地
小
劇
場
に
美
術
部
宣
伝
部
員
と
し
て
参
加
し
、
第
一
回
公
演
「
海
戦
」
な
ど
多
く
の
舞
台
装
置
を
作
る
。
一
九
二
九
年
の
築
地
小
劇
場
分
裂
後
は
新
築
地
劇
団
に
参
加
。
ま
た
、
川
端
康
成
や
横
光
利
一
ら
の
著
書
の
装
丁
も
行
な
っ
た
。（『
日
本
近
代
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
日
本
近
代
文
学
館
・
小
田
切
進
編
講
談
社
一
九
七
七
・
十
一
）
⑷
こ
の
映
画
「
空
」
の
製
作
に
は
、
劇
研
究
会
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
映
画
を
製
作
し
た
の
は
「
キ
ノ
ミ
ヲ
ス
コ
ー
プ
」
と
い
う
活
動
写
真
製
作
団
体
で
あ
る
が
、
こ
の
団
体
は
劇
研
究
会
の
面
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
映
画
の
出
演
者
に
も
会
員
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
映
画
は
完
成
し
た
も
の
の
、
あ
る
配
給
社
の
手
に
渡
っ
た
後
、
フ
ィ
ル
ム
自
体
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（『
文
学
部
回
顧
』）。
⑸
『
文
学
部
回
顧
』
に
は
、
山
下
に
つ
い
て
・
舞
台
は
当
時
か
ら
大
阪
松
竹
座
の
大
森
氏
等
に
し
こ
ま
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
山
下
君
が
作
り
、（
略
）
・
在
校
当
時
か
ら
松
竹
座
や
角
座
の
舞
台
を
手
伝
つ
て
ゐ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。「
先
駆
劇
場
」
の
主
脳
者
で
豊
岡
佐
一
郎
氏
な
ど
と
「
劇
」
を
六
回
ば
か
し
も
出
し
た
ら
う
か
。
従
つ
て
国
民
座
と
の
関
係
も
深
く
、
劇
関
係
の
人
々
で
「
関
学
の
山
下
」
を
知
ら
な
い
人
は
ま
あ
少
な
い
と
い
ふ
程
。
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
彼
が
積
極
的
に
学
外
の
劇
団
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
山
下
は
一
九
〇
四
年
生
れ
で
、
出
身
校
は
大
阪
の
天
王
寺
商
学
校
。
関
学
に
は
一
九
二
四
年
入
学
、
一
九
二
九
年
に
卒
業
。
卒
業
後
は
東
宝
に
て
映
画
製
作
に
携
わ
り
、「
決
戦
の
大
空
へ
」（
一
九
四
三
）、「
四
つ
の
結
婚
」（
一
九
四
四
、
原
作
・
太
宰
治
『
佳
日
』）
等
に
関
わ
る
。
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
一
四
な
お
、
引
用
二
つ
目
の
「
劇
」
と
は
、
豊
岡
佐
一
郎
や
川
口
尚
輝
ら
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
同
名
の
機
関
誌
『
劇
』
が
一
九
二
九
年
か
ら
劇
研
究
会
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
雑
誌
に
は
直
接
的
な
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
⑹
一
九
〇
〇
年
生
れ
、
東
京
出
身
。
大
震
災
後
に
神
戸
に
移
り
住
み
、
岡
本
唐
貴
ら
と
共
に
「
Ｄ
Ｖ
Ｌ
」
や
「
三
科
」
で
活
動
。
後
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
に
加
わ
る
。（『
大
正
期
新
興
美
術
資
料
集
成
』
五
十
殿
利
治
・
他
編
国
書
刊
行
会
二
〇
〇
六
・
十
二
）
⑺
大
阪
朝
日
会
館
は
一
九
二
六
年
十
月
に
開
設
さ
れ
る
。『
関
西
新
劇
史
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
大
阪
朝
日
会
館
は
、
現
在
の
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
あ
る
場
所
に
建
て
ら
れ
た
黒
塗
り
、
七
階
建
の
朝
日
ビ
ル
の
四
・
五
階
に
出
来
た
会
場
で
、
築
地
小
劇
場
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
ホ
リ
ゾ
ン
ト
を
、
関
西
に
初
め
て
持
つ
に
至
っ
た
。（
中
略
）
会
場
は
千
二
百
人
を
収
容
す
る
大
劇
場
で
、
今
迄
は
こ
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に
、
大
阪
で
の
新
劇
の
会
場
は
小
ホ
ー
ル
で
、
全
く
舞
台
機
構
の
な
い
場
所
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
会
館
の
出
現
で
、
大
阪
の
演
劇
活
動
は
今
後
こ
こ
を
中
心
と
し
て
発
展
す
る
に
至
っ
た
。
⑻
大
正
十
四
年
四
月
よ
り
、『
神
戸
付
録
』
は
『
神
戸
版
』
に
改
称
さ
れ
、『
神
戸
版
』『
神
戸
版
第
二
』
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
記
事
が
少
な
い
日
は
『
神
戸
版
』
の
み
の
場
合
も
あ
る
）。
⑼
一
九
二
六
年
五
月
、
小
林
一
三
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
劇
団
。
演
出
・
文
芸
部
長
に
坪
内
士
行
、
文
芸
部
に
堀
正
旗
・
川
口
尚
輝
・
森
田
信
義
ら
が
所
属
し
て
い
た
。
当
時
人
気
を
博
し
て
い
た
少
女
歌
劇
と
は
違
い
、
大
人
の
鑑
賞
に
堪
え
う
る
「
面
白
い
芝
居
」（「
宝
塚
国
民
座
の
進
む
べ
き
道
」
小
林
一
三
（『
歌
劇
』
第
七
十
四
号
歌
劇
発
行
所
一
九
二
六
・
五
）
を
上
演
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
宝
塚
が
地
理
的
に
不
便
で
夜
公
演
の
国
民
座
は
か
な
り
の
不
入
り
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
活
動
内
容
に
一
貫
性
を
欠
き
劇
団
内
の
団
結
が
妨
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
九
三
〇
年
十
一
月
の
公
演
を
最
後
に
解
散
す
る
。
（
は
や
み
ゆ
き
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
）
関
西
学
院
劇
研
究
会
の
初
期
の
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告
一
一
五
